
令和元年度 算数科授業の略案     （６学年） 

月日（校時） 単元名 教材名 

５月１５日（水） 

３校時 
文字と式 文字を使って式に表そう 

本時のねらい 本時（３/４） 

○x,yを用いて表された式から具体的な場面をつくり、言葉や図で表すことができる。 

評価規準 

 考 １つの式からいろいろな具体的な場面をつくることを通して、文字を用いた式について考えている。 

                                          （発言・ノート） 

 技 x,yを用いて表された式から具体的な場面をつくることができる。（発言・ノート） 

学習過程 学習活動（○発問・予想される児童の反応） キーワード 留意事項・評価 

【導入】 

１０：２０ 

○前の時間のまとめ・振り返りをペアで伝え合いましょう。 

・ｘやｙを使って式に表すことができる ・ｘにあてはめた数を
ｘの値という ・ｙにあてはめた値をｙの値という 

ｘの値 ｙの値  

・前時の学習の振り返りをさせる。 

【展開】 

問題提示 

１０：２２ 

 

 

問いの共有 

・見通し 

 

 

 

 

課題把握 

１０：２７ 

 

・シラバス 

・言語わざ 

 

 

 

 

 

１０：３０ 

解決活動 

・1人学び 

 

 

集団解決 

・班学び 

・学び合い 

１０：４２ 

 

 

 

・考察 

１０：４５ 

 

 

 

まとめ 

１０：５５ 

１ 問題を読む。 

 

 

 

 

○これまでの学習を思い出し気づいたことを発表しましょう。 

・足し算や引き算などをｘやｙの式で表しています。 

・２０にｘの値をかけたり、わったりもしています。 

・足し算は、２０にｘを足しているので、買い物の場面などに 

 表すとよいと思います。 

・掛け算は、面積を求めるときにも使うと思います。 

 

２ 課題を把握する。 

 

 

一人学び（7分）・班学び（5分）・学び合い（10分）・まとめ（3

分）・振り返り（3分） 

「言葉や図を使って理由を説明する。」 

 

 

３ それぞれの式に対応した具体的な場面を考える。 

○今までの学習を振り返って考えてみましょう。 

 

４ 場面を発表し合い、どの式に当てはまるのか話し合う。 

 ○どの場面の式なのか図や言葉を使って説明しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

足し算 

引き算 

かけ算 

わり算 

 

変わる数 

変わらない数 

 

 

 

 

 

 

 

面積 円周 平行四辺形 

長方形 正方形  

 

・それぞれの式に対応した具体的
な場面を１つ提示し、どの式に当
てはまるのか共有する。 

 

 

 

 

・式と場面を結びつけるだけでな
く、なぜ結びつけたのかの理由を
言葉や図で書くようにさせる。 

 

考 １つの式からいろいろな具体
的な場面をつくることを通して、
文字を用いた式について考えてい
る。（発言・ノート） 

 

・グループリーダーに各班ででて
きたことを説明させ、共有する。 

 

【終末】 

振り返り 

１０：５８ 

適用問題 

１１：０２ 

１１：０５ 

５ 学習したことを振り返る。 

 

 

６ 適用問題に取り組む。（P,41 △３） 

 

 

 

技 ｘ,ｙを用いて表された式か
ら、具体的な場面を作ることがで
きる。（発言・ノート） 

式に表される場面を言葉や図を使って説明し、適用問題で活用しよう。 

次の式に表される場面について考えましょう。 

①２０＋ｘ＝ｙ  ②２０－ｘ＝ｙ  ③２０×ｘ＝ｙ  ④２０÷ｘ＝ｙ 

式に表される場面を言葉や図で表すには、今までに学習したことを使うとよい。 

・足し算 ・引き算 ・図形の面積 ・分ける問題 など 


